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● 月例経済報告（7/22）
(7月)

(6月)

(7月) このところ持ち直してい
る。

(6月) 緊急事態宣言の解除に伴
い、このところ持ち直しの動
きがみられる。

(7月) このところ弱含んでいる。

(6月) このところ弱含んでいる。

(7月) 弱含んでいる。

(6月) 弱含んでいる。

(7月) 感染症の影響により、弱
い動きとなっている。

(6月) 感染症の影響により、弱い動
きとなっている。

景気は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい状況にあるが、このところ
持ち直しの動きがみられる。
感染拡大の防止策を講じつつ、社会経済活動のレベルを段階的に引き上げていくなかで、各種政策の効
果もあって、持ち直しの動きが続くことが期待されるが、感染症が内外経済に与える影響に十分注意する
必要がある。また、令和２年７月豪雨等の経済に与える影響や金融資本市場の変動に十分留意する必要
がある。
景気は、新型コロナウイルス感染症の影響により、極めて厳しい状況にあるが、下げ止まりつつある。
感染拡大の防止策を講じつつ、社会経済活動のレベルを段階的に引き上げていくなかで、各種政策の効
果もあって、極めて厳しい状況から持ち直しに向かうことが期待される。ただし、国内外の感染症の動向や金
融資本市場の変動等の影響を注視する必要がある。
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(7月) 総じてみれば、減少して
いるものの、このところ一
部に持ち直しの兆しもみ
られる。

(6月) 感染症の影響により、減少し
ている。

(7月) 感染症の影響は残るもの
の、下げ止まりつつある。

(6月) 感染症の影響により、急速に
減少している。

(7月) 下げ止まっている。

(6月) 下落している。

(7月) 横ばいとなっている。

(6月) 横ばいとなっている。

(7月)

(6月)

月例経済報告：内閣府　

土地総研メールマガジン 第92号「月例経済報告」

世界の景気は、新型コロナウイルス感染症の世界的大流行の影響により、依然として厳しい状
況にあるが、このところ持ち直しの動きがみられる。
先行きについては、経済活動の再開が段階的に進められるなかで、持ち直しの動きが続くことが期待され
る。ただし、感染症の拡大によるリスクに十分留意する必要がある。また、金融資本市場の変動等の影響
を注視する必要がある。

 海外経済

 国内企業物価

 消費者物価

世界の景気は、新型コロナウイルス感染症の世界的大流行の影響により、極めて厳しい状況にあるが、下げ
止まりつつある。
先行きについては、経済活動の再開が段階的に進められているが、極めて厳しい状況から持ち直しに向か
うことが期待される。ただし、感染症の動向や金融資本市場の変動等の影響を注視する必要がある。
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https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/getsurei-index.html

